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論文内容の要旨

本論文は，キャタピラ一，すなわち連続した履板によって生起する推進力とすべり線を合理的に算定

する解析手法を示し，履板特に湿地履板の設計，ひいては，キャタピラー装着車両のトラフィカビリテ

ィ向上のため，指針を与えようとするもので，次の 8 章から成っている。

第 l 章は緒論で，本論文の目的と意義を明らかにし，その内容について略述したものである。

第 2 章においては，単一普通型履板による推進力とすべり線を究明するために，地盤がモール・クー

ロンの降伏条件に従うとして，剛塑性解析を行い その結果を実験結果と対比し，・本手法の妥当性を検

証している。

第 3 章は，前記の解析手法を応用し，単一 3 角型地履板について，それと地盤との聞の付着力と摩擦

力を考慮して，推進力とすべり線の解析を行い，その解析結果が実験結果とよく一致することを検証し

たものである。

第 4 章においては，湿地履板が 2 個以上連続する場合を想定して，湿地履板後方の地盤表面が水平面

ではなく，種々の形状をなす場合について，推進力とすべり線に関する解析手法を提案し，さらに，そ

の手法の妥当性を実験iとより検証している。

第 5 章は，種々の間隔で連結された 2 個の湿地履板を対象として，それによる推進力とすべり線の解

析手法を開発し，その解析結果を実験によって検証したものであって，湿地履板の推進力を最大ならし

める間隔について，その算定方法を提案したものといえる。

第 6 章においては，第 5 章 i乙示す推進力の解析結果を実車実験によって検証し，履板が 3 次元的な実

車の推進力は，それが 2 次元状態にあるとした解析の結果を1. 1 倍すれば推定できることを示し，かっ，
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実車の沈下量について，実験的に提案を行っている。

第 7 章においては，最大の推進力を生起する湿地履板の断面形状を決定するため数値計算を行い，直

結された 3 角型湿地履板の底角は 55 度とすべきであって，現在実用されている底角は約10 度増大する必

要がある乙とを提案している。

第 8 章は，本論文の内容を総括し，その結論を述べたものである。

論文の審査結果の要旨

キャタピラーを装着した建設機械は，フ守ルドーザーを始めとして，その種類も多く，広く建設工事に

使用されているが，その推進力，特に軟弱地盤上におけるトラフィカビリティについては，従来本格的

な研究はなされておらず，それらを支配する履板の形状などは，過去の経験と実績に基いて決定されて

いるに過ぎない。

そのため，本論文は，履板特に湿地履板による推進力とすべり線について理論的解析を行い，その結

果の妥当性を実験的に検証するとともに，履板の設計上重要な指針を与えたもので，その主要な成果を

要約すれば，次のとおりである。

(1) 地盤がモーノレ・クーロンの降伏条件に従うとして，剛塑性解析を行い，その結果と詳細な実験の

結果とによって，単一普通型履板による推進力とすべり線を求めることに成功し，当該履板の連続

したキャタピラーの合理的設計を可能にしている。

(2) 前記の解析手法を 3 角型湿地履板に応用し，それが l 個の場合について，新しい解析手法を確立

するとともに，さらに，当該履板が種々の間隔で 2 個連結された場合についても，後続履板の下端

における特異性を巧みに処理して解析を行い，その結果の妥当性を実験的に検証している。これら

の成果は，推進力が最大となる湿地履板の形状と間隔の合理的決定を，初めて可能にしたものであ

る。

(3) 実車実験によって，履板が 3 次元状態にある実車の推進力は，それを 2 次元的に取扱った解析結

果の1. 1 倍であることを立証している。

(4) 前記の解析手法を用いて 直結された 3 角型湿地履板が最大の推進力を発輝するための底角は

55 度であり，現在使用されている底角は約 10 度増大すべきことを提案している。

以上の研究成果は 従来ほとんど解明されていなかったキャタピラーの推進力 特に卜ラフィカビリ

ティに関して，新たな知見を加えるとともにキャタピラーの設計上極めて重要な指針を与えるものであ

り，土木施工学並びに施工技術の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価

値あるものと認める。
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